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介護保険が施行されて今年で16年経ちましたが、「どうすればサービスを利用できるの？」との
声がいまだ多く聞かれます。今回はサービス利用までの流れを紹介します。

1 要介護認定の申請 まずは市役所の窓口で要介護認定の申請をしましょう。
（平川市は平川市健康センター・尾上総合支所・碇ヶ関総合支所が
窓口です。）
本人が申請に行く事ができない場合は、家族や居宅介護支援事業者･
介護保険施設などに代行してもらえます。

2 認定調査・主治医意見書 市役所の調査員が自宅や施設を訪問して、心身の状態を確認するため
の認定調査を行います。主治医意見書は市役所が主治医に依頼し、介
護を必要とする原因疾患などについての記載を受けます。主治医が
いない人は市の指定した医師の診察を受けます。
（主治医意見書の作成にお金はかかりません）

3 審査判定 認定結果及び主治医意見書の一部の項目はコンピューターに入力さ
れ、全国一律の判定方法で要介護度の判定が行われます。（一次判定）
一次判定の結果と主治医意見書に基づき、介護認定審査会による要介
護度の判定が行われます。（二次判定）

4 認 定 市は介護認定審査会の判定結果に基づき、要介護認定を行い、申請者
に結果を通知します。申請から認定までは原則30日以内に行います
が、１ヶ月以上要する場合もあります。認定は要支援１・２から要介
護１～５までの７段階及び非該当に分かれています。
＊要介護１～５
生活機能の維持・改善を図ることが適切な人などです。
介護サービスを利用できます。
＊要支援１・２
要介護状態が軽く、生活機能が改善する可能性の高い人などで
す。介護予防サービスが利用できます。
＊非該当
生活機能の低下により、将来、要支援などへ移行する危険性が
ある人などです。介護保険のサービスは利用できません。市が
行う介護予防事業が利用できます。

5 介護サービス計画書の作成 介護サービスを利用する場合は、介護サービス計画書（ケアプラン）
の作成が必要となります。
「要支援１・２」の方は市役所の地域包括支援係が担当し「要介護１」
以上の方は介護支援専門員（ケアマネージャー）のいる、居宅介護支
援事業者へ作成依頼します。
依頼を受けた介護支援専門員は本人や家族の希望・心身の状態を十分
考慮して、介護サービス計画書を作成します。

6 介護サービス利用の開始 介護サービス計画に基づいた、様々なサービスが利用できます。

介護保険で利用できるサービス
ホームヘルパー・デイサービス・デイケア・訪問看護・ショートスティ・住宅改
修・福祉用具レンタルなど在宅サービスのほか、特別養護老人ホーム等へ入所す
る施設サービスも利用できますが、介護度によっては利用できないサービスもあ
りますので、詳しくは市役所の地域包括支援係やケアマネージャーにご相談くだ
さい。

認定通知書
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●精神障がい者
●身体障がい者
●知的障がい者
●いわゆる難病患者

障がいをお持ちの方
ご本人
ほんにん ◆お金

かね

がうまく使
つか

えなくて生活
せいかつ

に困
こま

っている。
◆働
はたら

きたいけど、どうしたらいいの？
◆ヘルパーさんをお願

ねが

いしたい。
◆日中
にっちゅう

行
い

く所
ところ

がない。
◆心配事
しんぱいごと

をどこかに相談
そうだん

したい。

◇使
つか

える福祉
ふくし

サービスについて知
し

りたい。
◇私達
わたしたち

家族
かぞく

に万
まん

が一
いち

の事
こと

があったら…。
◇いつも相談

そうだん

に乗
の

ってくれる所
ところ

が欲
ほ

しい。

ご家族
かぞく

ご利用できる方

●平川市（弘前市、黒石市、
大鰐町の極近隣地
については応談可
能）

ご利用地域

どんなお悩みもご相談下さい。
相談支援専門員が福祉サービス
利用についての情報提供や助
言・連絡調整、専門機関の紹介
など、幸せな地域生活が送れる
ようお手伝いいたします。お気
軽にご相談下さい。
特定相談支援事業所
TEL 0172－44－5907

相談内容

支援サービスを受けるまでの流れ

ご利用者様

市役所 相談支援事業所
計画相談支援の申請書
を市役所へ提出します。１ 希望する特定相談支援事

業所へ直接出向き、利用
計画の作成の申込み・契
約をします。

２

作成したサービス等利
用計画案等、必要書類を
市役所へ提出します。

市役所がご自宅等へ訪
問。サービス利用意向の
調査（障がい程度区分認定
調査）をします。

４ ご利用者様のご自宅等へ
訪問。希望するサービス
内容を聞き取り、サービス
等利用計画案を作成しま
す。
ご利用に伴う申請手続きは
ご一緒にお手伝いいたし
ますのでご安心下さい！

３

５ ６

決

④で提出された利用計画
案と合わせた上でサービ
スの支給決定がされま
す。 決

ご利用者様または特定相談
支援事業者が内容を見て、
障害福祉サービス事業
所を決定します。

８ ７市役所ヘ利用計画を提出
します。

ご本人を含め、関係機関と
共に内容等を確認する機会
を持ちます。

９ ご自宅等を訪問し、サービ
スの利用状況の確認
（モニタリング）をします。
必要に応じてサービスの
見直し（計画の変更）を
行います。

利用計画にもとづき

支援サービスの
利用開始

悩み・不安・疑問など
ございませんか？
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日々の生活に困っていませんか
生活の困りごとを一緒に考え・支える仕組み

平成27年４月より、「生活困窮者自立支援法」が施行されました。この法律
では、福祉事務所を設置する全ての自治体において、生活上の困りごとを抱え
る方を対象に自立に向けて寄り添い型の支援を行います。平川市においては、
平川市社会福祉協議会が受託し、昨年度より事業を実施しております。

○どんなことをしているの？
生活上の困りごとに対する相談を受ける事業です。（自立相談支援事業）

就職活動がうまく
いかないなぁ・・・

仕事が長続き
しないなぁ・・・

何で家計が毎月
マイナスなんだろう？

家族のことで
心配事が・・・

家賃が払えない・
払えなくなるかも・・・

人付き合いが苦手で
社会に出るのが・・・

親の介護があるから
何もできない

借金が
沢山あって・・・

○今までも色んな相談所はあったのでは？

相談を受けて助言や専門機関の情報提供で終了していたかもしれない相談所とは異
なります。

ステップ１）様々な生活の困りごとに対する相談をお受けします。
※ 窓口相談・電話相談・訪問相談・おせっかい訪問 等

ステップ２）つまずいていることや困っていることを一緒に整理します。
※ 親の介護のため離職したが、収入がないので再就職したい

ステップ３）整理した課題に対して、解決に向けた目標（プラン）を一緒に考えます。
※ 一歩ずつ、やれた・できたの積み重ねを大切にします

ステップ４）プランに基づき、困りごとの解決に向けて、一緒に取り組みます。
※ 専門機関への同行・収支バランスの見直し・各種手続き支援等
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○相談事業しかないの？
失業により、住居の確保が必要な方に就職活動等の条件のもと、期限付きで家賃を

給付する事業もあります。（住居確保給付金）

※ 受給のためには、諸条件がございますので、まずはご相談下さい。

この事業は、寄り添い型・伴走型の相談事業です。

一人で抱え込まずにまずはご相談ください。一緒に考えましょう。

相 談

困りごとの
整理

支援プラン
作成

目標へ取り組む
支援の実施

困りごとの
解決

他機関への
つなぎ

調整・同行

解決の確認

未解決
新たな困りごと

相談は無料です

生活支援ネットワークひらかわ
（平川市社会福祉協議会 内）

☎ ８８－７０６６ または ４４－５９３７

伴伴伴伴伴伴伴伴伴
走走走走走走走走走
ししししししししし
ままままままままま
すすすすすすすすす

伴
走
し
ま
す

○どんな流れになるの？
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もったい
ない

を募集します

平川市社会福祉協議会では、平成24年度より、一時的に生活にお困りの方への支援
として、食糧等の現物支援を行って参りました。
現在は、平川市民の方々より寄せられたお米のみの、食糧支援を継続している状況で

すが、支援が必要な方が増えて、在庫が少なくなっております。

そこで、生活支援ネットワークひらかわでは、一時的に生活
にお困りの方への支援を拡充するため、市民の皆様方より食糧
等に関する“もったいない”を募集することといたしました。

ご家庭で眠っている食品、好みに合わない頂きもの、特売でつい買いすぎてしまった
もの、新米入荷で食べなくなった古米等、処分するには“もったいない”食糧がございま
したら、ご協力いただきたくお願い申し上げます。

十分な保管場所等が無い関係上、上記“もったいない”に
限定いたしますが、ご家庭にある“もったいない”をおすそ
分け下さいますようお願いいたします。

※ お寄せいただける物品に関しまして、ご持参いただ
くか、ご連絡をいただければ、引き取りにうかがいます。

生活支援ネットワークひらかわ
（平川市社会福祉協議会 内）

☎ ８８－７０６６ または ４４－５９３７

＜募集するもったいない食糧＞
缶詰・お米・カップラーメン・レトルト食品・乾麺

※賞味期限が切れたもったいないは、ご遠慮ください
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理事・監事・評議員の紹介

理事（定数10名） （任期 平成27年７月１日～平成29年６月30日）

職名（選出区分） 氏 名 備 考
会 長（学識経験者） 外 川 三千雄
副 会 長（民生委員・児童委員） 清 藤 盛 正 平川市民生委員児童委員協議会
副 会 長（町内会等住民自治組織） 岩 渕 河治郎 平川市行政委員連絡協議会
常務理事（学識経験者） 櫻 庭 正 紀
理 事（福祉関係団体） 佐 藤 順 一 平川市老人クラブ連合会
理 事（学識経験者） 小山内 義 通
理 事（社会福祉事業経営団体） 成 田 和 博 特別養護老人ホーム「緑青園」
理 事（ボランティア活動団体） 鎌 田 正 信 平川市ボランティア連絡協議会
理 事（学識経験者） 小田原 喜佐夫
理 事（関係行政機関公務員） 松 井 靖 子 平川市健康福祉部長
※副会長、理事の順位は、会長職務代理者の順位となります。

監事（定数３名） （任期 平成27年７月１日～平成29年６月30日）

選 出 区 分 氏 名 備 考
学識経験者 古 川 欽 一
学識経験者 小田切 忠 一
学識経験者 柴 田 幸 一

評議員（定数21名） （任期 平成27年６月１日～平成29年５月31日）

選 出 区 分 氏 名 備 考
民生委員・児童委員 櫛 引 清 平川市民生委員児童委員協議会
民生委員・児童委員 丸 山 久美子 平川市民生委員児童委員協議会
町内会等住民自治組織 小 野 隆 平川市行政委員連絡協議会
町内会等住民自治組織 工 藤 禎 文 平川市行政委員連絡協議会
福祉関係団体 木 村 卓 郎 平川市身体障害者福祉会
福祉関係団体 齋 藤 文 昭 平川市遺族会
福祉関係団体 葛 西 金 光 平川市手をつなぐ親の会
社会福祉事業・更生保護事業経営団体 丸 山 惠 河南地区保護司会平川連合会
社会福祉事業・更生保護事業経営団体 油 川 瑞 緒 障害者支援施設「旭光園」
ボランティア活動団体 大 川 富 子 碇ヶ関赤十字家庭看護法奉仕団
利用者の家族の代表 葛 西 春 樹 在宅介護者「えがおの会」
保健・医療・教育関係機関 古 川 レイ子 平川市保健協力員会
地域福祉推進協力機関・団体 今 井 哲 平川市保育連絡協議会
地域福祉推進協力機関・団体 大 里 あ さ 平川市食生活改善推進員会
福祉推進委員会 丹 代 秋 雄 平賀地域福祉推進委員会
福祉推進委員会 船 木 章 雄 尾上地域福祉推進委員会
福祉推進委員会 平 山 純 一 碇ヶ関地域福祉推進委員会
関係行政機関公務員 小 林 留美子 平川市教育委員会事務局長
学識経験者 成 田 昌 平
学識経験者 土 岐 一
学識経験者 齋 藤 三千義

新理事２名、新評議員１名の方が入れ替わり、役職員共々、平川市社協の理念の実現
と福祉向上を目指し、邁進してまいりますので、市民の皆様のご支援・ご協力のほど、
よろしくお願い申し上げます。 が、新理事・新評議員です。
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「地域の人たちと共に考え、共に
築き、共に歩む福祉社会を目指
します」

１．法人経営の基盤強化
２．相談・援助体制の確立
３．地域生活支援の強化
４．地域福祉事業における住民
参加の促進

５．福祉教育・ボランティア活動
の推進

６．低所得者・障がい者等の自立
生活支援

７．介護保険事業・介護予防事業
の経営基盤の強化

８．共同募金配分事業の効果的
実施

９．指定管理者事業の経営・受託
事業の効果的運営

１．法人経営の基盤強化
●理事会・評議員会・三役会議
の開催
●福祉推進委員会の開催（３地
域）
●第二次地域福祉活動計画の
実施
●役職員研修の実施
●各種広報活動（社協だより、
パンフレット、ホームペー
ジ）
●社協内部けん制体制の構築
●内部監査の実施
●社協自己評価の実施

２．総合相談・援助体制の確立
●ふれあい相談所の開設（特別
相談等）
●平川市及び専門機関との連
携、協力
●少しだけお節介事業の実施

３．地域生活支援の強化
●小地域ネットワークの形成
●日常生活自立支援事業の実
施（基幹社協）
●成年後見サポートセンター
の運営
●市民後見セミナーの開催
●ひとり暮らし高齢者等生活
支援事業（屋根の雪下ろし、
配食等）
●福祉機器の貸出、紹介、斡旋
●子育て応援ネット事業の実
施

４．地域福祉事業における住民
参加の促進
●ほのぼのコミュニティ21推
進事業
●町会福祉会・福祉部支援及び
設置促進
●ふれあいいきいきサロン推
進事業
●地域ふれあい交流会開催事
業
●小地域福祉活動事業の推進
（ふれあいホットサロン・小規
模除排雪事業）
●緊急通報システム「福祉安心
電話サービス事業」
●ひとり暮らし高齢者会食
サービス・料理教室の開催
●愛の輪レクリエーション事
業
●災害時マップづくり事業の
支援・協力
●地域福祉推進団体等との情
報交換会

５．福祉教育・ボランティア活動
の推進
●ボランティア市民活動セン
ター事業（相談・登録・斡旋・
研修）
●災害ボランティアネット
ワークの構築
●福祉教育の推進（ボランティ
ア推進校、小学生福祉体験事

業、学校連絡会、社会福祉士
実習等の受入れ）

●福祉情報出前講座の講師派
遣・斡旋

６．低所得者・障がい者等の自立
支援

●たすけあい資金の貸付
●生活福祉資金・総合支援資金
の貸付

●ＮＨＫ歳末たすけあいの配
分（共募配分事業）

●障がい児・者通園（所）費の
助成（冬期間）

７．介護保険事業・介護予防事業
の経営

●訪問介護及び介護予防訪問
介護事業所（ホームヘル
パー）

●訪問入浴介護及び介護予防
訪問入浴介護事業所

●通所介護及び介護予防通所
介護事業所（デイサービス）

●居宅介護支援事業所（ケアマ
ネジメント）

８．共同募金配分事業
●高齢者福祉活動費（会食サー
ビス）

●障がい児・者福祉活動費（通
園（所）助成費、愛の輪レク
リエーション）

●児童・青少年福祉活動費（小
学生福祉体験事業）

●母子・父子福祉活動費（ファ
ミリーサポートセンター事業)

●福祉教育・援助活動費（長寿
福祉大会、ボランティア推進
校事業、ふれあい交流会開催
事業、いきいきサロン事業）

●ボランティア活動育成事業
（屋根の雪下ろし事業、ボラン
ティア市民活動センター事業)

●広報調査活動費（社協だより
発行、パンフレット）

 

 







平成28年度事業計画(抜粋)
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９．指定管理者制度事業・受託事
業の効果的運営
●平川市尾上地域福祉セン
ター・保健センター、平川市
碇ヶ関地域福祉センターの
管理運営（指定管理者制度）
●平川市平賀・尾上児童館（指
定管理者制度）
●平川市在宅介護支援セン
ター事業(尾上・碇ヶ関)
●平川市地域包括支援セン
ターブランチ事業(尾上・
碇ヶ関)
●平川市訪問入浴サービス事
業
●地域支援事業(介護予防事
業)

●生活困窮者自立相談支援事
業の実施

10．その他の事業
●障害者特定相談支援事業
●障害者自立支援事業（居宅介
護事業）
●福祉有償運送事業
●世代間交流ふれあい広場の
開催
●福祉関係団体事務委託
①平川市老人クラブ連合会
②平賀地区・尾上地区・碇ヶ関
地区老人クラブ
③平川市ボランティア連絡協
議会
④平川市母子寡婦福祉会

⑤平川市遺族会
⑥平川市遺族会平賀支部・尾上
支部・碇ヶ関支部

⑦平賀・尾上赤十字奉仕団
⑧平川市「えがおの会」
⑨平川市手をつなぐ親の会
⑩平川市身体障害者福祉会
碇ヶ関支部

⑪平川おもちゃ病院

平成28年度 一般会計資金収支予算書
（単位：円）

勘 定 科 目 予算額 勘 定 科 目 予算額
事業活動による収入の部 事業活動による支出の部

会 費 収 入 8,400,000 人 件 費 支 出 218,692,000
寄 附 金 収 入 1,000,000 事 業 費 支 出 36,398,000
経 常 経 費 補 助 金 収 入 50,340,000 事 務 費 支 出 22,830,000
受 託 金 収 入 52,809,000 貸 付 事 業 支 出 3,000,000
貸 付 事 業 収 入 3,000,000 共 同 募 金 配 分 金 事 業 費 4,233,000
事 業 収 入 7,864,000 助 成 金 支 出 6,037,000
負 担 金 収 入 210,000 負 担 金 支 出 1,666,000
介 護 保 険 事 業 収 入 163,718,000
障害者福祉サービス等事業収入 9,894,000
受 取 利 息 配 当 金 収 入 26,000
そ の 他 の 収 入 610,000
事 業 活 動 収 入 計 297,871,000 事 業 活 動 支 出 計 292,856,000

施設整備等による収入の部 施設整備等による支出の部
固 定 資 産 売 却 収 入 750,000 固 定 資 産 取 得 支 出 10,000,000
施 設 整 備 等 収 入 計 750,000 施 設 整 備 等 支 出 計 10,000,000

その他の活動による収入の部 その他の活動による支出の部
積 立 資 産 取 崩 収 入 10,000,000 積 立 資 産 支 出 432,000
事 業 区 分 間 繰 入 金 収 入 2,855,000 事 業 区 分 間 繰 入 金 支 出 2,855,000
拠 点 区 分 間 繰 入 金 収 入 13,429,000 拠 点 区 分 間 繰 入 金 支 出 13,429,000
サービス区分間繰入金収入 21,833,000 サービス区分間繰入金支出 21,833,000
その他の活動による収入 2,621,000 その他の活動による支出 8,344,000
そ の 他 の 活 動 収 入 計 50,738,000 そ の 他 の 活 動 支 出 計 46,893,000

予 備 費 0
当期資金収支差額合計 △390,000
前期末支払資金残高 390,000
当期末支払資金残高 0
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写写写写写写写写写真真真真真真真真真ででででででででで見見見見見見見見見るるるるるるるるるこここここここここれれれれれれれれれかかかかかかかかからららららららららののののののののの社社社社社社社社社協協協協協協協協協活活活活活活活活活動動動動動動動動動写真で見るこれからの社協活動
小学生福祉体験キャンプ

○日時：８月８日(月)～９日(火)
○場所：特別養護老人ホーム 緑青園
○内容

市内在住小学５・６年生を対象とし、
１泊２日で老人ホームへ行き、高齢者の
生活の場を見学・体験します！

愛の輪レクリエーション

○日時：９月４日(日)
○場所：未定
○内容

市内在住の障がい児・者や家族、ボラ
ンティアが一堂に集まり、お互いの親睦
を図っています。

在宅介護者リフレッシュ事業

○日時：９月24日(土)
○場所：星と森のロマントピアそうま
○内容

在宅で、介護をしている方々を対象に
リフレッシュを図るとともに、介護者相
互の交流をしています。

ひとり暮らし高齢者会食サービス

○日時：毎月１回
○場所：平賀農村環境改善センター等
○内容

市内ボランティアの協力のもと、昼食
を皆でとり、交流をしています。午後に
は楽しいアトラクションも用意してい
ます。

～写真は昨年度のものとなっております。～
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善 意
平成28年１月から平成28年６月までに善意を寄せられた方々に厚くお礼を申し上げます。（敬称略）
〈個 人〉
蓮乗院 住職 村田祖澄（猿賀） １３，０１８円
匿 名 ５，０００円

〈団 体〉
平賀ライオンズクラブ １２９，０００円
はしご酒実行委員会（委員長 田本和行） ５０，９２２円
光城町会（町会長 鎌田正信） ３，９０１円
平川市商工会女性部（部長 白戸英子） ３０，０００円
碇ヶ関赤十字家庭看護法奉仕団（委員長 大川富子） ３６，０６４円
平川市尾上職人組合（組合長 奈良勝美） １１，４９８円

〈物品寄贈〉
大川恵子（大光寺） プルタブ １５ｋｇ
成田寿一（南田中） プルタブ ２ｋｇ
トヨタカローラ青森㈱介護福祉用具相談室（日沼） 車いす ３台
愛唱会 ミロ（中佐渡） プルタブ １０ｋｇ
蓮乗院 住職 村田祖澄（猿賀） 米 ２月 ７５ｋｇ、５月 ５０ｋｇ
岩崎兼雄（高田） プルタブ ３４ｋｇ
松館子ども会（松館） プルタブ ４３ｋｇ
日本マイクロニクス 青森工場（町居） プルタブ １８ｋｇ
中畑トシヱ（いざよい） リハビリパンツ ２袋
齋藤のり（南田中） プルタブ １.２ｋｇ
山内 謙（光城） 紙オムツ ２０枚、紙パンツ ２６枚、尿とりパット ８４枚
小沼ひさ子（猿賀） 本 ２２冊
永井静枝（本町） プルタブ ４２０ｇ、古切手 １８０ｇ
青い森信用金庫 安原支店 碇ヶ関出張所 信友会 代表 橋野美智子 プルタブ ９６ｋｇ
五十嵐喜代治（南田中） 車いす １台
八木橋光隆（尾崎） マジック用品 一式
平川市立平賀東小学校 企画委員会 プルタブ １００ｋｇ

青い森信金安原支店 碇ヶ関出張所 信友会 平賀東小学校 企画委員会
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１．法人運営の強化
○理事会・評議員会・三役会議の
開催
理事会４回 評議員会４回
監査会２回 三役会議４回

○各種委員会の開催
①たすけあい資金運営委員会１回
②児童館運営委員会１回
③福祉推進委員会２回（３地域）
○寄付金の実績
・寄付金21件 1,202,260円
・物品等寄付27件
プルタブ､書籍､お米等

○社会福祉援助技術現場実習生の
受入れ（９名）
○職員全体研修会２回

２．相談・援助体制の確立
○ふれあい相談所の開設
・特別相談・一般相談
開設日数144日、来談者数54名
相談件数84件

・広域法律相談、特別相談
・福祉安心電話設置世帯に対する
安否確認及びニーズ把握297名

３．地域生活支援の強化
○家族介護者交流事業
・平川市在宅介護者リフレッシュ
事業（２回実施）
延べ参加者 50名

○高齢者の生きがいと健康づくり
推進事業
・世代間交流ふれあい広場事業
参加者36名

・高齢者軽スポーツ大会
参加者450名

・さきおり教室（尾上事業所）
延べ開催日数190日
延べ参加者数842名

・陶芸教室（尾上事業所）
延べ開催日数108日
延べ参加者数534名
（内 旭光園利用者86名）

○日常生活自立支援事業
利用者54名
延べ利用回数640回

○成年後見サポートセンター
・後見受任３件
○成年後見セミナーの開催
開催回数２回
延べ参加者数34名

○ひとり暮らし高齢者等料理教室
・延べ開催回数６回
延べ出席者数84名

○配食サービス事業
・配食利用者数14名
延べ配食個数1,571食

４．地域福祉事業における住民
参加の促進

○ほのぼのコミュニティ21推進事業
・ほのぼの交流協力員数527名
訪問世帯数650世帯

○地域ふれあい交流会開催事業
48町会

平賀地域（25町会）、尾上地域（13
町会）、碇ヶ関地域(10町会）
○小地域福祉活動事業 46町会
平賀地域（22町会）、尾上地域（14
町会）、碇ヶ関地域（10町会）
○ふれあいきいきサロン推進事業

24サロン
平賀地域(３サロン)、尾上地域(10
サロン)、碇ヶ関地域(11サロン)
○緊急通報システム｢福祉安心電話
サービス事業｣の実施
・年度末設置台数103台
協力員318名

・着信状況（緊急通報２件、協力
員要請６件、救急車要請２件、
救急・協力員の要請０件）

○ひとり暮らし高齢者会食サービ
ス事業
・年間実施回数12回
対象者累計578名
奉仕者・団体協力者110名

○愛の輪レクリエーション事業
参加者87名

５．福祉教育・ボランティア活動の推進
○ボランティアセンターの強化・ボ
ランティア通信の発行
○ボランティア活動保険等の加入
促進 1,323名・21団体
○ボランティア協力校の指定11校
・小和森小学校・柏木小学校・大
坊小学校・竹館小学校・金田小
学校・猿賀小学校・碇ヶ関小学
校・平賀西中学校・平賀東中学
校・碇ヶ関中学校・柏木農業高
等学校

○小学生福祉体験キャンプ
社会福祉法人緑風会
特別養護老人ホーム「緑青園」
参加者 小学生20名

実習生６名
○福祉情報出前講座の実施
町内会６件、学校６件、団体９件、
合計21件、612名参加

６．低所得者等の自立支援
○たすけあい資金の貸付

19件 1,167,000円
○生活福祉資金の貸付（県社協より
受託）
福祉資金 ５件 1,400,440円
教育支援資金 ３件 1,131,000円
緊急小口資金 ３件 237,000円
○要保護者向け長期生活支援資金
の貸付(県社協より受託)
貸付実績１件
○障がい者通園費の助成（県共募

配分事業）
利用者数４名、申請回数21回
助成額総計165,920円

７．介護保険事業等の経営基盤の強化
○訪問介護事業（２事業所）
延べ利用者数1,768名
延べ訪問回数12,883回
○訪問入浴介護事業（１事業所）
延べ利用者数69名
延べ訪問回数421回
○通所介護事業所（２事業所）
延べ利用者数11,874名
○居宅介護支援事業
・ケアプラン作成2,581名
・介護予防ケアプラン作成(受託）

550名
・認定訪問調査（委託）310件

８．共同募金配分事業の効果的
実施

〇平川市長寿福祉大会
表彰者 個人９名 １団体
〇機関紙｢社協だより｣の発行(２回）

９．受託事業の効果的運営
〇地域福祉センターの管理運営
尾上地域福祉センター利用状況

28,732名
碇ヶ関地域福祉センター利用状況

9,449名
〇高齢者世話付住宅管理運営
入居者７名 来訪者320名
〇児童館管理運営（２館）
来館者数18,661名
〇在宅介護支援センター・包括支援
センターブランチ（２カ所）
・介護予防教室166回開催
延べ参加者2,311名
・一次予防事業「てんとうむし
体操教室」48回開催
延べ参加者1,100名
・二次予防事業「てんとうむし
体操教室」24回開催
延べ参加者229名
・頭の体操教室36回開催
延べ参加者177名
・家族介護者教室６回開催
延べ参加者51名

10．その他事業
○福祉有償運送利用実績
延べ利用者数1,393名
○障害者自立支援事業(居宅介護)
実利用者数232名
○身体障害者訪問入浴事業
延べ利用者数24名
○特定相談支援事業
実利用者数273名
○生活困窮者自立相談支援事業
支援同意件数38件
支援プラン作成件数19件

 

 





平成27年度事業報告
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平成28年３月31日現在（単位：円）

勘 定 科 目 決算額 勘 定 科 目 決算額
事業活動による収入の部 事業活動による支出の部
会 費 収 入 8,356,275 人 件 費 支 出 220,845,240
寄 附 金 収 入 1,202,260 事 業 費 支 出 37,883,543
経常経費補助金収入 46,968,500 事 務 費 支 出 21,902,240
受 託 金 収 入 62,082,693 貸付事業支出 1,167,000
貸付事業収入 1,677,000 共同募金配分金事業費 3,781,332
事 業 収 入 9,877,639 助 成 金 支 出 6,042,000
負 担 金 収 入 181,000 負 担 金 支 出 1,577,350
介護保険事業収入 174,267,043
障害福祉サービス等事業収入 10,810,174
受取利息配当金収入 49,812
その他の収入 1,870,078
事業活動収入計 317,342,474 事業活動支出計 293,198,705
施設整備等による収入の部 施設整備等による支出の部
施設整備等収入計 0 施設整備等支出計 0
その他の活動による収入の部 その他の活動による支出の部
その他の活動による収入 10,730,700 積立資産支出 417,818

その他の活動による支出 8,094,930
その他の活動収入計 10,730,700 その他の活動支出計 8,512,748

予 備 費 0
当期資金収支差額合計 26,361,721
前期末支払資金残高 95,393,956
当期末支払資金残高 121,755,677

平成27年度 一般会計資金収支決算書

資 産 の 部
科 目 金 額

流動資産 137,487,703
現金預金 105,583,710
事業未収金 31,364,753
立替金 3,000
前払金 536,240
固定資産 255,487,546
基本財産 3,000,000
定期預金 3,000,000
その他の固定資産 252,487,546
有形固定資産 12,739,510
建物 588,789
車両運搬具 5,289,660
器具及び備品 6,861,061
無形固定資産 239,748,036
ソフトウエア 4,782,384
退職手当積立基金預け金 95,150,690
退職給付引当資産 5,086,014
備品等購入積立資産 51,618,479
福祉基金積立資産 50,408,469
財政調整基金積立資産 30,000,000
貸付事業資金貸付金 2,702,000
資 産 合 計 392,975,249

負 債 の 部
科 目 金 額

流動負債 15,732,026
事業未払金 3,677,677
その他の未払金 11,155,060
職員預り金 899,289

固定負債 100,236,704
退職給与引当金 100,236,704

負債の部合計 115,968,730

純 資 産 の 部
基本金 3,000,000
国庫補助金等特別積立金 3,609,309
その他の積立金 132,026,948
備品等購入積立金 51,618,479
福祉基金積立金 50,408,469
財政調整基金積立金 30,000,000
次期繰越活動増減差額 138,370,262
うち当期活動増減差額 17,232,174

純資産の部合計 277,006,519
負債及び純資産の部合計 392,975,249

勘 定 科 目 決算額 勘 定 科 目 決算額
サービス活動による収入の部 サービス活動による支出の部
会 費 収 益 8,356,275 人 件 費 218,627,288
寄 附 金 収 益 1,202,260 事 業 費 37,883,543
経常経費補助金収益 46,968,500 事 務 費 21,902,240
受 託 金 収 益 62,082,693 共同募金配分金事業費 3,781,332
事 業 収 益 9,877,639 助 成 金 費 用 6,042,000
負 担 金 収 益 181,000 負 担 金 費 用 1,577,350
介護保険事業収益 174,267,043 減 価 償 却 費 7,553,610
障害福祉サービス等事業収益 10,810,174 国庫補助金等特別積立金取崩額 △1,171,319
その他の収益 1,313,710 徴 収 不 能 額 97,000
サービス活動収入計 315,059,294 サービス活動支出計 296,293,044
サービス活動外収入の部 サービス活動外支出の部
受取利息配当金収益 49,812
その他のサービス活動外収益 556,368
サービス活動外収益計 606,180 サービス活動外収益計 0
特別収支収入の部 特別収支支出の部

固定資産売却損・処分損 11
その他の特別損失 2,140,245

特別収支収入計 0 特別収支支出計 2,140,256
税引前当期活動増減差額 17,232,174
法人税、住民税及び事業税 0

法人税等調整額 0
当期活動増減差額 17,232,174
前期繰越活動増減差額 121,138,088
当期末繰越活動増減差額 138,370,262

基本金取崩額 0
基金取崩額 0

その他の積立金取崩額 0
その他の積立金積立額 0
次期繰越活動増減差額 138,370,262

平成27年度 一般会計事業活動収支決算書

平成27年度一般会計決算報告貸借対照表
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平川市平賀児童館・尾上児童館

平賀児童館・尾上児童館の８月から３月までに予定されている行事をご紹介します。興味のある方
は、ぜひ児童館へ遊びに来てください。

月 平賀児童館 尾上児童館
・工作教室（手作りおもちゃ） ・ランチ会

８ ・施設訪問 ・小学生ボランティア
・おやつ作り ・敬老の日プレゼント制作

９
・一輪車講習会 ・敬老の日プレゼント 施設訪問
・館外活動（ごみ拾い）

10
・手芸教室 ・秋の館外活動（ごみ拾い）
・世代間交流広場 ・世代間交流広場

11
・一輪車発表会 ・体験教室
・イラストコンクール ・クリスマス飾り制作

12
・クリスマス会（ケーキ作り） ・冬のおはなし会（尾上図書館）
・大そうじ ・クリスマス会
・正月遊び ・コマ回し（ずぐり）大会

１ ・社会見学
・一輪車検定

２
・館外活動（雪遊び） ・竹馬検定

・雛祭り制作

３
・春のお茶会 ・プラ板制作
・修了お祝い会

平賀児童館－平川市健康センター内
℡ 080-6026-4910

尾上児童館－尾上地域福祉センター内
℡ 0172-57-5311

・開館時間 【通 常】 月曜日 １３：４５～１７：４５
火曜日～土曜日 ９：００～１７：４５

【学校休業日】月曜日～土曜日 ９：００～１７：４５
※学校休業日…振替休業日、長期休業（春・夏・冬休み）

・休館日 通常時の月曜日９：００～１３：４５、日曜日、祝祭日
年末年始（１２月２９日～１月３日）

・利用について 児童館を利用する児童は、「児童館利用入館申請書」の提出を
お願いします。申請書については、各児童館で配付しています。
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てんとうむし体操教室てんとうむし体操教室
大好評!!大好評!!

目 的：運動器の機能向上を目的として、体操やレクリエーション等で筋力アップを
図り、健康な体づくりをします。

期 間：平成28年５月～平成29年２月
＊興味のある方は下記、問い合わせ先へご連絡ください。

対象年齢：65歳以上の方

尾上在宅介護支援センター

日時：毎月２・４火曜日
１０：３０～１２：００

場所：尾上地域福祉センター
２階集団指導室

問い合わせ先：☎57－5351

碇ヶ関在宅介護支援センター

日時：毎月第１・３火曜日
１３：３０～１５：００

場所：ハッピィハウス
多目的室

問い合わせ先：☎45－2182

平成２８年７月 １２日 ２６日 ５日 １９日

８月 ９日 ２３日 ９日 ２３日

９月 １３日 ２７日 ６日 ２０日

10月 １１日 ２５日 ４日 １８日

11月 ８日 ２２日 ８日 ２２日

12月 １３日 ２７日 ６日 ２０日

平成２９年１月 １０日 ２４日 １０日 ２４日

２月 １４日 ２８日 ７日 ２１日

たのしみながら体操し、足・腰に力がつくので、
来てよかったと思える教室です！！
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社会福祉法人 平川市社会福祉協議会

編集と発行

◦事 務 局 平川市柏木町藤山16－1(平川市健康センター内)
E-mail:hirakawashi@hirasyakyo.org
TEL44－5937 地域福祉課直通 88－7066 FAX44－4574
URL:http://www.hirasyakyo.org/

◦平賀事業所 平川市柏木町藤山16－1(平川市健康センター内)
TEL44－5907 FAX44－4574

◦尾上事業所 平川市猿賀南田96－3(平川市尾上地域福祉センター内)
TEL57－5311 FAX57－5313

◦碇ヶ関事業所 平川市碇ヶ関三笠山120－1(平川市碇ヶ関地域福祉センター内)
TEL45－2725 FAX45－2782

この広報紙は、皆様の会費と赤い羽根共同募金の配分金で作成されました。

平成28年７月15日発行


